
採用に向けて Let's start！ 

平成 30 年度京都府公立学校教職員採用予定者 

第１回事前研修会を開催しました！！ 

  

 平成29年11月25日（土）、京都府総合教育センターにて、平

成30年度名簿登載者に対し、事前研修を行いました。 

この研修は、採用予定者が採用に向けての意欲を高め、更なる

自己研鑽への動機付けとなるように、また一層の資質向上を図り、

教員として円滑なスタートができるように実施しています。 

 以下、参加者の声を御紹介します。 

 

全体会 講話１「皆さんに期待すること」 

講話２「より良い教職員となるために」 

講話３「人権教育について」 

○ 教職員人事課長のお話から、「自分があまり経験してこなかった困難な状況に気づき、子供の痛

みを本当に理解できるのか？」という視点を得ることができました。これに関しては今日、答え

が出なかったため、もう一度よく考え直し、子供一人一人に寄り添うことができるようにしてい

きます。 

○ 京都府や現在の社会をもう一度見つめ直しながら、教育の必要性を感じられることができまし

た。中でも、「いじめ」のような子どもたちの心に直接訴えかける問題が多い中で、子どもたちの

変化に敏感に「気付く力」が重要だと教えていただいたことで、改めて自分の子どもに対する関

わり方を考える機会を得ることができたと感じました。 

 

分科会  

 

小学校部会 講演「京都府の小学校教育を進めるために－10のアドバイス－」 

○ 最近の授業や学校でのうまくいっていないこと一つ一つがプラスの 

方向へと捉えられるようなお話でした。毎日、失敗や子どもとの関係 

の苦しさなどがあったりもしますが、笑顔を大切にして、分かりやす 

く、楽しい授業を考えることができる教員を目指して頑張ります。 

 

 

中学校部会 講演「京都府の中学校教育について」 

○  早く４月が来て欲しいと思うことができました。それは熱い思いを

持った先生方からのお話を聞けたこと、そして、周りにたくさんの仲

間がいることを改めて感じたからです。緊張ももちろんありますが、

頑張りたいと思える気持ちが本当に強くなりました。講師の先生のお

話は、本当に心に響きました。ありがとうございました。 

 

高等学校部会 講演「府立高等学校の教育について」 

○ 最初の「今はどんな時代？」という問いかけに始まり、その一つ一つ

の問題や状況を説明していただきました。府立高校全体の現状を知る

ことができました。また、直面する課題や今後どうしていけばいいか

をまとめて、また、わかりやすく説明していただけたので、聞いてい

てとてもためになりましたし、メモもたくさん取りました。 

 

特別支援学校部会 講演「京都府の特別支援教育について」 

○ 京都府では職業教育の充実に向けて、たくさんの取り組みをされてい

ることを知りました。実際に自分がキャリア教育に携わる時には、京

しごと技能検定などを活用して、子どもたちに自己肯定感を味わって

もらえるような授業をしてみたいと思いました。 

 

養護教諭部会 講演「養護教諭の職務と求められる役割」 

○ 専門職として必要な知識や技術をしっかり身につけて、子どもたちに

接することの重要さと責任の重さを痛感しました。これから積み重ね

ていかねばならないことと、今すぐに出来ることがあるので、日々学

んでいきたいと思います。 

 

栄養教諭部会 講演「栄養教諭の職務について」 

○  実際に働いておられる様子や話を聞き、大変多くの学び、気づきが

ありました。私も地域との結びつきはとても大切であると思いながら、

実行することができていませんでしたが、実際にされている様子を見る

ことで、どのように私もしていくと良いのか気づくことができました。 

 

※ 平成 30 年２月３日（土）に採用予定者第２回事前研修会を実施予定 


